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Webster and Heymsfield, 2003）や野外長期モニ
















































































で 108本セットすることができ，容量 5 μ lまた

















































定結果のみを示す．Run 5と Run 6はセプタム付
きバイアルキャップを再利用した場合の測定値へ
No. Date Sample measured Total number of  samples Stabilization time
Run 1 2010.4.1 TPW 5 1 hr
Run 2 2010.4.2 TPW 5 3.5 hr
Run 3 2010.4.3 TPW 5 48 hr
Run 4 2010.4.9-10 TPW 50 > 3 hr
Run 5 2010.4.5-6 TPW 20 > 3 hr
Run 6 2010.4.6-7 TPW 20 > 3 hr
Run 7 2010.4.8 TPW, FSW 12 > 3 hr
Run 8 2010.4.13-14 TPW, V-SMOW2, SLAP2, GISP 27 > 3 hr
TPW: Tsukuba Pure Water, FSW: Fuji Snow melt Water, V-SMOW2: Vienna Standard Mean Ocean Water 2
distributed by IAEA （International Atomic Energy Agency）, SLAP: Standard Light Antarctic Precipitation 

































少なくとも 2～ 3時間かかり，かつ 1本目のサン
プルの測定結果は採用しない方がよいと言える．









回平均値）の全体平均は δ 18Oで－5.23‰， δDで
－35.3‰であった．また，標準偏差（＝繰り返し








































　Run 5と Run 6の測定結果の比較を第 5図に示













































































　各 Runの 3番目に配置された TPWをワーキ
ングスタンダードとして取り扱い，原点を固定し
VSMOW2 SLAP2 GISP
δ 18O（‰） δD（‰） δ 18O（‰） δD（‰） δ 18O（‰） δD（‰）
Reference value 0 0 -55.50 －427.5 －24.76 －189.5
This study －0.02 －0.82 －54.47 －432.6 －24.45 －192.1
第 2表　Run 8における測定結果（5サンプルの平均）と IAEAによる参照値
第 7図　長期モニタリングにおける δ18O（上段）および δD（下段）の
経日変動
黒丸は各 Runで 3番目に配置された TPW，白丸は最後に配
置された TPWの測定値を示す．また，太実線は期間全体の
平均値（δ18O＝－5.29‰， δD＝－36.6‰），破線は平均値±標




























現精度は δ 18Oで 0.10‰， δDで 0.6‰であっ
た．一方，同じ Runにおける同一サンプル
































mean s.d. mean s.d.
3rd sample －5.29 0.10 －36.6 0.6
Last sample （uncorrected） －5.29 0.10 －36.5 0.6
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